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「ノスリ」営巣地で伐採

霊閲建設のため移植されたエノキ
（中央）＝蘭尺丘陵を考える会提供

秦
野
・
八
国
見
山
の
霊
園
建
設
現
場

秦
野
市
渋
沢
の
八
国
見
山
南
両
区
域
で
始
ま
っ
た
大
規
模
霊
園
建
設
工
事
で
、

繁
殖
期
に
入
っ
た
タ
カ
科
の
「
ノ
ス
リ
」
の
営
巣
地
周
辺
の
樹
木
伐
採
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
霊
園
建
設
に
反
対
す
る
市
屈
グ
ル
ー
プ
「
渋
沢
丘
陵

を
考
え
る
会
」
（
日
置
乃
武
子
代
表
）
メ
ン
バ
ー
が
2
月
初
旬
に
確
認
。
現
場
近
く

で
は
ノ
ス
リ
が
求
愛
行
動
に
入
っ
て
お
り
、
考
え
る
会
は
1
6
日
付
で
、
工
事
中
止

を
事
業
者
に
指
導
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
求
書
を
古
谷
義
幸
市
民
に
提
出
し
た
。

【
高
橋
和
夫
】

考
え
る
会
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
と
、
霊
園
へ
の
進
入

講
が
建
設
さ
れ
る
同
市

栃
癌
戯
樹
林
は
、
ノ
ス
リ

の
採
餌
場
と
な
っ
て
い

る
。
進
入
道
路
付
近
に
は

こ
れ
ま
で
ノ
ス
リ
が
営
巣

し
て
い
た
樹
木
が
あ
る

が
、
古
い
巣
が
落
と
さ
れ

た
よ
う
な
形
跡
が
あ
っ
た

繁
殖
期
入
り
求
愛
も

市
民
グ
ル
ー
プ
市
長
に
指
導
要
求
書

と
い
う
。

求
愛
行
動
に
入
っ
た
ノ

ス
リ
が
、
再
び
営
巣
す
る

可
能
性
の
あ
る
古
巣
が
失

わ
れ
る
よ
う
な
樹
林
伐
採

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
事
業
者
が
県
に
掘
出

し
た
林
地
開
発
許
可
申
請

の
環
境
保
全
方
針
に
皮
す

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
求
書
で
は
国

蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼

虫
が
葉
を
食
べ
る
エ
ノ
キ

や
、
カ
ン
ア
オ
イ
属
オ
ト

メ
ア
オ
イ
の
変
種
と
み
ら

れ
る
ナ
カ
イ
カ
ン
ア
オ

イ
、
中
村
川
源
流
域
に
生

息
す
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
な

ど
の
保
護
を
目
的
に
、
工

事
工
程
表
と
白
然
環
境
保

全
作
業
計
画
日
程
の
事
前

公
開
も
求
め
た
。

八
回
男
山
周
辺
は
塁
か

よ
∃
然
が
現
さ
れ
、
雫
勾

で
皐
大
敵
の
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い

る
。
エ
ノ
キ
は
霊
園
建
設

区
域
を
含
め
て
1
6
5
本

あ
り
、
幼
虫
が
2
0
匹
以
上

越
冬
す
る
5
本
の
う
ち
3

本
は
進
入
道
路
の
建
設
で

移
植
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
今
月
1
6
日
に
3

本
の
う
ち
1
本
の
移
植
を

確
認
し
た
同
会
メ
ン
バ
ー

は
、
「
エ
ノ
キ
3
本
の
移

植
で
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
繁

殖
に
大
き
な
影
響
が
で
る

の
は
必
至
」
と
し
、
環
境

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す

る
よ
う
求
め
て
ハ
急
。


